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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のチャンバ（４）（５）のそれぞれの開口部（２）（３）を接続し、かつ、前記複
数のチャンバ（４）（５）のそれぞれの前記開口部（２）（３）を閉塞するための閉塞要
素（６）（７）を備え、前記閉塞要素（６）（７）が、バルブハウジングの内部空間によ
り構成される中間チャンバ（８）における閉位置において前記開口部（２）（３）を閉塞
するため、縦駆動機構（９）により前記開口部（２）（３）に対応するバルブシート（１
０）（１１）に対して押し付けられるように構成されているバルブ（１）の運転方法であ
って、
　一の開口部（２）（３）を開放するため、当該一の開口部に対応する一のチャンバ（４
）（５）の圧力を前記中間チャンバ（８）の現在圧力よりも高圧に調節し、これにより前
記一の開口部に対応する一の閉塞要素（６）（７）を前記一の開口部（２）（３）に対応
する一のバルブシート（１０）（１１）から離間させ、前記一のチャンバ（４）（５）お
よび前記中間チャンバ（８）の間の圧力調節を実行することを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、
　前記高圧状態における圧力を、前記縦駆動機構（９）および前記中間チャンバ（８）か
ら前記一の閉塞要素（６）（７）に対して閉方向に作用する圧力よりも高くすることによ
り前記一の閉塞要素（６）（７）を前記一のバルブシート（１０）（１１）から離間させ
ることを特徴とする方法。
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【請求項３】
　請求項１または２記載の方法において、
　他のチャンバ（４）（５）の他の開口部（２）（３）を閉塞している他の閉塞要素（６
）（７）を、前記一の開口部（２）（３）の開放中に、前記縦駆動機構（９）および前記
中間チャンバ（８）のうち一方または両方から作用する圧力により前記他の開口部（２）
（３）に対応する他のバルブシート（１０）（１１）に対して押し付けることを特徴とす
る方法。
【請求項４】
　請求項１～３のうちいずれか１つに記載の方法において、
　前記高圧状態の実現に先立ち、前記一のチャンバ（４）（５）および前記中間チャンバ
（８）のそれぞれの圧力が大気圧を基準として低圧状態とされ、前記一のチャンバ（４）
（５）における前記高圧状態の実現のために大気圧を導入することを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１～４のうちいずれか１つに記載の方法において、
　前記縦駆動機構（９）が前記閉塞要素（６）（７）が相対的にかつ相互に離れて変位可
能であることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１～５のうちいずれか１つに記載の方法において、
前記閉塞要素（６）（７）が前記縦駆動機構（９）とは相互に独立して変位可能であるこ
とを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項１～６のうちいずれか１つに記載の方法において、
　それぞれの前記閉塞要素（６）（７）には前記バルブ（１）の縦駆動機構（９）が割り
当てられまたは設けられ、前記縦駆動機構（９）が共通の支持要素（１２）に取り付けら
れていることを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項１～７のうちいずれか１つに記載の方法において、
　前記閉塞要素（６）（７）が前記縦駆動機構（９）により閉位置および中間位置の間で
変位可能であり、横駆動機構（１３）により中間位置および最大の開位置の間で変位可能
であり、これにより前記閉塞要素（６）（７）は閉塞位置において前記バルブシートから
離間した状態で前記開口部（２）（３）の間に配置され、最大の開位置において前記開口
部（２）（３）の間の指定領域（１４）から外れてまたは完全に外れて配置されることを
特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項８記載の方法において、
　前記一の閉塞要素（６）（７）が前記一のバルブシート（１０）（１１）から離間する
際に閉位置から中間位置に駆動されることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、真空バルブなどのバルブの運転方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数のチャンバのそれぞれの開口部を閉塞するためにバルブが当該複数のチャンバの間
に設けられる。開口部の開状態において、バルブを通じてワークピースまたは部品などが
チャンバの内部に搬入されまたは複数のチャンバの間で搬送される。チャンバは、ワーク
ピースまたは部品などが加工処理、洗浄処理または製造処理などが実行されるプロセスチ
ャンバである。チャンバは、本質的には複数のプロセスチャンバの接続要素またはプロセ
スチャンバの予備チャンバの役割を担ういわゆる搬送チャンバであってもよい。周知のバ
ルブは、ワークピース、部品またはその他の対象物がプロセスチャンバの内部空間におい
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て、適当な雰囲気および適当な圧力条件のうち少なくとも一方の下で特定の処理が施され
るいわゆる真空技術に適用される。チャンバのみならずバルブにおいて、ガス組成物およ
び加工処理進行のうち少なくとも一方に由来して、プロセスを通じてプロセス残滓などが
堆積する。そのほか、バルブのメンテナンス周期を延ばす必要がある。
【０００３】
　たとえば、メンテナンスまたはクリーニングなどの用意において、少なくとも１つのチ
ャンバとバルブハウジングの内部空間との間の圧力調節が実行されることが重要である場
合が少なくない。
【０００４】
　チャンバおよびバルブハウジングの内部空間に連通するバイパス経路を通じて圧力を調
節する手法が提案されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】韓国特許公報　１０－１１７１９９０Ｂ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明は、圧力調節の実行に関する代替的な手法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、複数のチャンバのそれぞれの開口部を接続し、かつ、前記複数のチャンバの
それぞれの前記開口部を閉塞するための閉塞要素を備え、前記閉塞要素が、バルブハウジ
ングの内部空間により構成される中間チャンバにおける閉位置において前記開口部を閉塞
するため、縦駆動機構により前記開口部に対応するバルブシートに対して押し付けられる
ように構成されている真空バルブなどのバルブの運転方法に関する。
【０００８】
　本発明の方法は、一の開口部を開放するため、当該一の開口部に対応する一のチャンバ
の圧力を前記中間チャンバの現在圧力よりも高圧に調節し、これにより前記一の開口部に
対応する一の閉塞要素を前記一の開口部に対応する一のバルブシートから離間させ、前記
一のチャンバおよび前記中間チャンバの間の圧力調節を実行することを特徴とする。
【０００９】
　本発明に係る技術的手法によれば、付加的なバイパス経路を通じて間接的にではなく、
チャンバの開口部を通じて直接的に圧力が調節され、複数のチャンバのうち一のチャンバ
が高圧になり、一の閉塞要素または閉塞部材が一の開口部に対応する一のバルブシートか
ら離間する。チャンバの開口部の開放という形態で実現された圧力流動開口部によって圧
力が調節されうる。付加的なバイパス経路は不要であるにもかかわらず、チャンバの圧力
が変更され、閉塞要素が動かされて圧力調節が可能になる。
【００１０】
　本発明の方法が適用可能なバルブは、任意の数のチャンバの開口部を接続し、相応する
数の閉塞要素を有していてもよい。チャンバごとにかつその開口部ごとに閉塞要素が設け
られていることが好ましい。バルブは、開口部を閉塞するために複数のチャンバのそれぞ
れに固有の閉塞要素が設けられていることが好ましい。他の態様においてバルブは一のチ
ャンバの一の開口部および他のチャンバの他の開口部を接続するように配置される。この
場合、バルブは開口部ごとに固有の閉塞要素を備え、２つの閉塞要素を備えている。各閉
塞要素は各開口部を閉塞する機能を発揮する。バルブは２つの閉塞要素を備え、ツインバ
ット（Ｔｗｉｎｖａｔ）として知られている。
【００１１】
　本発明に係る方法は他の構成のバルブの運転にも適用されうる。たとえば、バルブは、
それぞれが開口部を有する複数のチャンバが相互に接続され、相応の数の開口部および閉
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塞要素を備えていてもよい。一のチャンバが複数の開口部を備え、開口部ごとにまたはチ
ャンバごとに閉塞要素が設けられていてもよい。
【００１２】
　チャンバの各開口部に対応するバルブシートは各開口部を直接的に囲んでいてもよく、
中間チャンバを取り囲むバルブハウジングの開口部により構成されていてもよく、この場
合はバルブハウジングの開口部が組付け状態においてチャンバの各開口部に一致するよう
に設けられまたは組み付けられる。チャンバおよびバルブハウジングの開口部が、プロセ
ス対象物が搬入または搬出されるいわゆる搬送開口部を構成してもよい。開口部の横断面
のサイズは基本的に搬送対象である部品またはワークピースを通過させるように調節され
ている。開口部の横断面積は９０ｃｍ２～２５０００ｃｍ２の範囲に含まれ、好ましくは
３０００ｃｍ２～１００００ｃｍ２の範囲に含まれている。閉塞要素はたとえば平板状で
あってもよい。閉位置において、閉塞要素によってチャンバまたはその内部空間およびバ
ルブハウジングの内部空間の間が遮断されることが好ましい。必要なシール部材が閉塞要
素またはバルブシートに設けられていてもよい。ここでは詳細な説明は省略するが、利用
状況および圧力状態にしたがって、該当技術分野において慣用されているシール部材が採
用されてもよい。本発明に係るバルブの運転方法は閉塞装置にも適用される。
【００１３】
　本発明に係る方法はいわゆる真空技術にも適用される。バルブはその構成に基づいて真
空バルブとして用いられる。通常、０．００１［ｍｂａｒ］または０．１［Ｐａ］以下の
圧力における運転状態を伴う場合が真空技術と呼ばれている。
【００１４】
　本発明に係る方法において、圧力によって一の閉塞要素を当該一の閉塞要素に対応する
一の開口部を囲んでいる一のバルブシートから離間させるため、当該一の閉塞要素に対し
て閉位置に向かう方向に作用する縦駆動機構および中間チャンバの現在圧力を上回るよう
に当該圧力が調節される。
【００１５】
　真空バルブのメンテナンス、交換およびクリーニングのうち少なくとも１つの作業の実
行のため、一のチャンバおよび中間チャンバにおける圧力が大気圧よりも低い圧力に調節
され、当該一のチャンバの圧力が大気圧に調節される。この場合、大気圧は地球表面にお
ける環境圧力を意味する。
【００１６】
　本発明の開放段階およびその後における他のチャンバの気体成分および圧力状態が影響
を受けないため、一の開口部の開放段階において当該他のチャンバの他の開口部を閉塞し
ている閉塞要素が、縦駆動機構および中間チャンバの圧力のうち一方または両方によって
他の開口部に対応する他のバルブシートに対して押し付けられることが好ましい。
【００１７】
　最大の開位置における閉塞要素により、プロセスの対象物またはワークピースなどが搬
送されるように、本発明に係る方法によれば、当該閉塞要素が閉位置および中間位置の間
で縦駆動機構により駆動され、中間位置および最大の開位置の間で横駆動機構により駆動
されうる。閉塞要素は中間位置においてバルブシートから離間する一方で複数の開口部の
間にある指定領域にあり、最大の開位置において当該指定領域から好ましくは完全に外さ
れる。閉塞要素がこのように駆動されるバルブはＬバルブとして知られている。縦駆動機
構による駆動方向は好ましくは開口部を通じた搬送方向に沿っている。横駆動機構による
駆動方向は当該搬送方向に対して傾斜し、好ましくは垂直である。
【００１８】
　本発明に係る方法によれば、一の閉塞要素が圧力によって一の開口部を囲んでいる一の
バルブシートから離間し、閉位置から中間位置まで動かされる。当該一の開口部が設けら
れている一のチャンバおよび中間チャンバの間の圧力調節が可能になる。
【００１９】
　複数の開口部に加えて複数の閉塞要素が相互に対向して配置されていることが好ましい
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。前記のように少なくとも１つの縦駆動機構が複数の閉塞要素を相互に近づけるようにま
たは遠ざけるように駆動することができる。複数の閉塞要素は、一または複数の縦駆動機
構により相互に独立して駆動されうる。複数の閉塞要素のそれぞれに固有の縦駆動機構が
設けられてもよい。この場合、当該複数の閉塞要素が共通の支持要素または支持部材に設
けられていることが好ましい。当該共通の支持要素が複数の縦駆動機構とともに横駆動機
構に対して相対的に変位可能である。この場合、複数の縦駆動機構に共通の横駆動機構が
設けられる。
【００２０】
　本発明に係る方法の前記態様のさらなる特徴および詳細は添付図面を用いて説明される
。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】１つのバルブにより接続された２つのチャンバの説明図。
【図２】図１に示されているバルブの詳細説明図。
【図３】図１に示されているバルブの詳細説明図。
【図４】図１に示されているバルブの詳細説明図。
【図５】図１に示されているバルブの詳細説明図。
【図６】順次配列されてバルブにより相互に接続された複数のチャンバの説明図。
【図７】図６の断面線Ａ－Ａに沿った断面図。
【図８】交差して配置されてバルブおよびセンター搬送チャンバにより接続された複数の
チャンバの説明図。
【図９】図８の断面線Ｂ－Ｂに沿った断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１には、バルブ１により接続された２つのチャンバ（第１チャンバ４および第２チャ
ンバ５）が示されている。第１チャンバ４および第２チャンバ５のそれぞれは第１開口部
２および第２開口部３のそれぞれを備えている。第１開口部２および第２開口部３ならび
に中間チャンバ８を通じて部品、ワークピースなどを第１チャンバ４から第２チャンバ５
にまたは第２チャンバ５から第１チャンバ４に搬送可能にするように、バルブ１は開状態
において第１チャンバ４および第２チャンバ５（または第１チャンバ空間４および第２チ
ャンバ空間５）を相互に連通させる役割を果たす。バルブ１は閉状態において第１開口部
２および第２開口部３のうち一方または両方を閉塞かつ密閉する。第１開口部２および第
２開口部３のそれぞれに第１閉塞要素６および第２閉塞要素７が設けられている。第１閉
塞要素６および第２閉塞要素７のそれぞれは、第１開口部２および第２開口部３のそれぞ
れを閉塞または開放するため、平板としてまたは平板状に形成されている。図示されてい
るシール部材１８により密閉性が実現され、第１閉塞要素６および第２閉塞要素７のそれ
ぞれが当該シール部材１８を介して第１バルブシート１０および第２バルブシート１１の
それぞれに対して当接する。本実施形態では第１開口部２に対応する第１バルブシート１
０はバルブ１のバルブハウジング１５により構成されている。第２開口部３に対応する第
２バルブシート１１も同様にバルブ１のバルブハウジング１５により構成されている。第
１バルブシート１０はバルブハウジング１５の第１開口部２’を囲んでいる。当該第１開
口部２’は第１開口部２に一致する。第２バルブシート１１はバルブハウジングの第２開
口部３’を囲んでいる。当該第２開口部３’は第２開口部３に一致する。第１バルブシー
ト１０が第１チャンバ４の対応する壁部により直接的に構成され、かつ、第１開口部２を
直接的に囲んでいてもよい。第２バルブシート１１および第２開口部３についても同様で
ある。第２バルブシート１１が第２チャンバ５の対応する壁部により直接的に構成され、
かつ、第２開口部４を囲んでいてもよい。
【００２３】
　縦駆動機構９は第１閉塞要素６および第２閉塞要素７を閉位置および中間位置の間で進
退駆動する役割を果たす。当該駆動方向は搬送方向１６に対して平行である。さらにバル
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ブ１が開かれた状態で、中間チャンバ８を通じて第１チャンバ４および第２チャンバ５の
うち一のチャンバから他のチャンバに対象物およびガスが搬送方向１６に搬送される。縦
駆動機構９は共通の支持要素１２により構成されている。第１閉塞要素６および第２閉塞
要素７は、縦駆動機構９および支持要素１２とともに、横駆動機構１３によって中間位置
および最大の開位置の間で搬送方向１６に対して垂直な方向に動かされる。図３、図４お
よび図５には、縦駆動機構９および横駆動機構１３が簡易に図示されているバルブ１の縦
断面図が示されている。縦駆動機構９および横駆動機構１３は、油圧式または気圧式のピ
ストンシリンダシステムにより構成されていてもよい。液体または気体用の経路は省略さ
れているが、技術常識にしたがって構成されうる。本実施形態において、横駆動機構１３
は、ロッド１７を介して支持要素１２に対して力を作用させる。支持要素１２において、
第１閉塞要素６および第２閉塞要素７のそれぞれについて縦駆動機構９が割り当てられて
いる。第１閉塞要素６および第２閉塞要素７のそれぞれは、縦駆動機構９により、閉位置
（図３参照）および中間位置（図４参照）の間で相互に独立して進退駆動される。当該駆
動方向は搬送方向１６に対して平行である。最大の開位置（図５参照）において、横駆動
機構１３によって支持要素１２ならびに第１閉塞要素６および第２閉塞要素７が第１開口
部２および第２開口部３の間にある指定領域１４から動かされ、指定領域１４が完全に開
放されている。これにより、部品またはプロセス対象のワークピースが、第１開口部２お
よび第２開口部３、バルブハウジング１５ならびに中間チャンバ８を通じて支障なく搬送
されうる。縦駆動機構９および横駆動機構１３は、電動式駆動機構、スピンドル式駆動機
構、ギア式駆動機構およびその他の代替駆動機構などにより構成されていてもよい。図２
は第１チャンバ４および第２チャンバ５が省略されたバルブ１の斜視図を示している。
【００２４】
　図１に関して、プロセス対象であるワークピースまたはその他の対象物が第１チャンバ
４および第２チャンバ５に対して搬入または搬出される第１開口部２”および第２開口部
３”について、バルブまたは閉塞機構は図示されていない。当該第１開口部２”および第
２開口部３”は、付加的なバルブ１または慣用されている閉塞装置によって閉塞されうる
。すべての図面に示されている構成は、基本的にはさまざまな技術分野で実現されうる。
前記のように当該装置は特に真空技術において用いられる。真空技術では、第１チャンバ
４および第２チャンバ５のそれぞれには換気バルブ２０が設けられている（図１参照）。
換気バルブ２０が開かれると、第１チャンバ４および第２チャンバ５のうち一方または両
方が大気圧となり、大気圧の空気またはその他の気体が第１チャンバ４または第２チャン
バ５に流入する。通常運転時に、第１チャンバ４および第２チャンバ５は大気圧よりも低
圧の負圧状態または真空状態に維持される。その実現のために本実施形態ではポンプ１９
が設けられている。適当な切替バルブ２１の開閉切り替えにより、ポンプ１９により第１
チャンバ４および第２チャンバ５が減圧される。この際、換気バルブ２０は閉じられてい
る。図１に示されている本実施形態において、中間チャンバ８の減圧のために別個のポン
プ１９が割り当てられ、中間チャンバ８は、切替バルブ２１を介して第２チャンバ５を減
圧するためのポンプ１９に対して直接接続される。切替バルブ２１の状態に応じて、中間
チャンバ８および第２チャンバ５が同時にまたは交互に減圧される。このためにさまざま
な手法が採用される。たとえば、中間チャンバ８に独立したポンプ１９が設けられていて
もよい。切替バルブ２１を通じた中間チャンバ８に対する連通路に加えて、第１チャンバ
４に設けられた中間チャンバ８を減圧するためのポンプ１９が用いられることが好ましい
。図１とは異なりさらなるポンプが設けられ、３つの切替バルブ２１が両方のポンプ１９
のうち対応する方に接続される。
【００２５】
　図１～図５を用いて説明された、２つのチャンバ（第１チャンバ４および第２チャンバ
５）ならびにこれらの間に配置されたバルブ１からなる例示的な構成にしたがって、本発
明に係るバルブの運転方法について説明する。図３に示されている、第１閉塞要素６およ
び第２閉塞要素７のそれぞれが第１開口部２および第２開口部３のそれぞれを密閉してい
る閉状態から始まる。縦駆動機構９により第１閉塞要素６および第２閉塞要素７のそれぞ



(7) JP 5746412 B2 2015.7.8

10

20

30

40

50

れが、第１バルブシート１０および第２バルブシート１１のそれぞれに対して強く押し付
けられることにより当該密閉性が実現される。中間チャンバ８が第１チャンバ４および第
２チャンバ５よりも高圧に制御されることによって、当該押し付けによる密閉性が実現さ
れる。これは、ポンプ１９および切替バルブ２１の適当な位置によって実現される。真空
技術において、第１チャンバ４および第２チャンバ５ならびに中間チャンバ８における圧
力は大気圧よりも低圧である。第１開口部２”および第２開口部３”は、閉塞されかつ相
応に密閉される。
【００２６】
　本発明にかかる方法、たとえば第２チャンバ５および中間チャンバ８の間の圧力調節の
ため、第２開口部３が中間チャンバ８に対して開放され、換気バルブ２０が開放されるこ
とにより第２チャンバ５における高圧状態が実現される。これにより第２閉塞要素７が第
２バルブシート１１から離間し、縦駆動機構９および中間チャンバ８の現在圧力によって
第２閉塞要素７に対して閉位置に向かう方向に作用する力よりも強い、第２チャンバ５に
おける圧力が作用する。
【００２７】
　第２閉塞要素７による開放のため、第２チャンバ５における高圧力により第２閉塞要素
７が第２開口部３の指定領域１４に一致する中間位置に動かされる。中間位置において、
第２チャンバ５および中間チャンバ８の間の圧力が調節される。第２チャンバ５が大気圧
よりも高圧に調節され、通常の技術的手法によって中間チャンバ８を大気圧に調節するこ
とが可能である。これにより、バルブ１のクリーニング作業、メンテナンス作業または点
検作業など、バルブ１が開放される必要がある作業が実行され、その後、中間チャンバ８
が第２チャンバ５を通じて大気圧に調節される。
【００２８】
　第２チャンバ５の高圧力によって第２閉塞要素７を第２バルブシート１１から離間させ
、その結果として第２チャンバ５および中間チャンバ８の間の圧力が調節される間、第１
開口部２を閉塞している第１閉塞要素６は第１バルブシート１０に対して押し付けられて
いる状態が維持される。当該押し付け状態は、縦駆動機構９および中間チャンバ８の圧力
のうち一方または両方によって実現される。
【００２９】
　第２チャンバ５および中間チャンバ８の間の圧力調節とは異なる慣用技術にしたがって
、第１閉塞要素６が第１チャンバ４の高圧によって第１バルブシート１０から離間してい
る状態で第１チャンバ４および中間チャンバ８の間の圧力調節が実行されてもよい。当該
圧力は基本的には大気圧とは相違している必要がある。当該圧力は大気圧よりも低圧であ
っても高圧であってもよい。第１チャンバ４または第２チャンバ５の圧力のためポンプ（
図示略）が設けられていてもよい。
【００３０】
　図６には、バルブ１を通じて接続されている第１プロセスチャンバ４および第２プロセ
スチャンバ５が示されている。バルブ１は図１～図５に示されている構成を有する。図７
には、複数のバルブおよび複数のチャンバの連結構造を通る断面線Ａ－Ａに沿った縦断面
図が示されている。本発明に係る方法が描くバルブ１に対して適用される。図８には、第
１チャンバ４および当該第１チャンバ４に対して放射状に配置された複数の第２チャンバ
５が示されている。第１チャンバ４および各第２チャンバ５はバルブ１を介して図８に示
されている態様で接続されている。図９には、断面線Ｂ－Ｂに沿った断面図が示されてい
る。当該実施形態においても本発明の技術的手法が適用される。
【００３１】
　図２～図９においてポンプ１９、換気バルブ２０および切替バルブ２１は示されていな
いが、これは単に簡略化のためである。図１に示されているようにまたは技術常識にした
がってポンプ１９、換気バルブ２０および切替バルブ２１が設けられていてもよい。
【符号の説明】
【００３２】
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１‥バルブ、２、２’、２”‥第１開口部、３、３’、３”‥第２開口部、４‥第１チャ
ンバ、５‥第２チャンバ、６‥第１閉塞要素、７‥第２閉塞要素、８‥中間チャンバ（バ
ルブハウジングの内部空間）、９‥縦駆動機構、１０‥第１バルブシート、１１‥第２バ
ルブシート、１２‥支持要素、１３‥横駆動機構、１４‥指定領域、１５‥バルブハウジ
ング、１６‥搬送方向、１７‥ロッド、１８‥シール部材、１９‥ポンプ、２０‥換気バ
ルブ、２１‥切替バルブ。
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